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本
経
済
は
二
〇
〇
六
年
一
一

月
、
か
つ
て
の「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

を
抜
い
て
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
を
実
現

し
た
。
そ
の
原
動
力
は
輸
出
と
企
業
の
設

備
投
資
だ
が
、
底
堅
い
個
人
消
費
も
景
気

下
支
え
に
貢
献
し
て
い
る
。

し
か
し
、
も
う
少
し
中
長
期
的
に
見
る

と
、
少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
現
在
、

経
済
を
支
え
る「
消
費
」
は
今
後
と
も
大

丈
夫
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

何
よ
り
も
総
人
口
が
減
る
一
方
、
高
齢
者

の
数
が
増
え
る
の
だ
か
ら
、
国
民
総
消
費

は
減
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
だ
。

実
際
、
そ
の
兆
候
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
芽
を
出
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
〇
五
年
度
の
大
手
民
営
鉄
道

の
輸
送
実
績
を
見
る
と
、「
定
期
」
使
用
の

乗
客
数
は
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％

だ
っ
た
。「
定
期
」
客
の
減
少
は
九
二
年
度

以
降
、
一
貫
し
て
続
き
、
ピ
ー
ク
時
か
ら

見
れ
ば
既
に
二
〇
％
強
の
減
少
に
な
る
。

あ
る
私
鉄
経
営
者
に
よ
る
と
、「
通
勤
通

学
定
期
の
減
少
が
大
き
い
。
定
期
外
の
旅

客
増
加
で
カ
バ
ー
し
て
も
、
い
ず
れ
限
界

が
来
る
」と
い
う
。

人
口
統
計
で
は
、
一
五
歳
〜
六
四
歳
の

年
齢
区
分
人
口
を「
生
産
年
齢
人
口
」
と

呼
ぶ
が
、
こ
れ
が
九
〇
年
代
後
半
に
戦
後

初
め
て
減
少
に
転
じ
た
。
つ
ま
り
働
く
人

の
数
が
減
り
始
め
た
わ
け
だ
。

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
日
本
の
食
料
消

費
の
総
量
は
既
に
下
り
坂
に
入
っ
て
い
る
。

構
成
品
目
ご
と
に
見
て
も
、
野
菜
、
穀
類
、

牛
乳
・
乳
製
品
、
肉
類
、
果
実
・
魚
介
類
な

ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
の
数
年
の
間
に
ピ

ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
。

酒
類
の
消
費
量
も
減
っ
た
。
全
体
で
は

九
六
年
度
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
の
後
は
毎
年
、

徐
々
に
減
少
に
向
か
っ
て
い
る
。
清
酒
の
不

振
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ビ
ー
ル
・
発

泡
酒
は
九
四
年
度
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
、
ブ

ー
ム
と
な
っ
た
人
気
の
焼
酎
も
〇
三
年
度

以
降
は
伸
び
て
い
な
い
。
働
く
人
の
数
が

減
れ
ば
、
オ
フ
タ
イ
ム
の「
ち
ょ
っ
と
一
杯
」

も
確
実
に
減
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

少
子
化
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
東
京
・

日
本
橋
界
隈
の
人
形
問
屋
が
相
次
い
で
廃

業
、
転
業
し
て
い
る
こ
と
が
象
徴
的
だ
。

子
供
に
雛
人
形
や
武
者
人
形
を
購
入
す

る
家
庭
は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

人
口
減
少
社
会
と
は
、
い
わ
ば
「
需
要

縮
小
」
経
済
を
意
味
す
る
。
人
口
が
減
れ

ば
そ
れ
だ
け
総
需
要
も
減
る
。
相
対
的
に

消
費
額
の
少
な
い
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、

ま
す
ま
す
需
要
縮
小
に
拍
車
が
掛
か
る

と
み
て
よ
い
。

で
は
、
日
本
経
済
の
将
来
の「
消
費
」は

本
当
に
危
う
い
の
か
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
間

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
が
、
実
は

中
長
期
的
な
需
要
縮
小
の「
危
機
」
を
訴

え
る
悲
観
派
は
意
外
に
少
な
い
。

楽
観
派
の
主
張
は
、
例
え
ば
、
足
元
の
こ

の
数
年
間
に
平
均
消
費
性
向（
可
処
分
所

得
に
占
め
る
消
費
の
割
合
）が
上
昇
し
た

こ
と
な
ど
を
材
料
に
、
①
経
済
学
で
い
う

「
ラ
チ
ェ
ッ
ト
効
果
」（
景
気
が
悪
化
し
て
も

消
費
水
準
は
下
げ
な
い
）
が
見
ら
れ
る
こ

と
、
②
高
齢
者
の
消
費
意
欲
の
拡
大
、
③

九
〇
年
代
以
降
の
I
T
関
連
商
品（
携
帯

電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
）に
よ
る
消
費

刺
激
効
果
―
―
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
人
口
減
少
社
会
で
も
消
費
者

一
単
位
の
消
費
額
が
増
え
れ
ば
、
そ
ん
な

に
悲
観
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
、

「
楽
観
論
」の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

国
勢
調
査
な
ど
に
よ
る
と
、
総
人
口
は

確
か
に
減
少
し
て
い
る
が
、
一
方
で
世
帯

数
は
増
加
傾
向（
二
〇
一
五
年
推
計
、
四

九
〇
〇
万
世
帯
）に
あ
る
。
若
者
や
高
齢

者
の
単
身
世
帯
が
急
速
に
増
え
て
い
る
た

め
だ
。

総
人
口
は
減
っ
て
も
、
世
帯
数
が
拡
大

し
て
い
る
限
り
、
家
計
と
し
て
の「
基
礎
的

消
費
」（
家
賃
、
光
熱
費
な
ど
）が
増
え
る

た
め
、
そ
の
こ
と
が
総
消
費
を
押
し
上
げ

る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
戦
後
生
ま
れ
の

団
塊
世
代
の
大
量
リ
タ
イ
ア
が
始
ま
る
。

こ
の
世
代
は
退
職
後
の
生
活
設
計
と
し
て

「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
る
」
と
い
う
志

向
が
強
い
。
国
民
経
済
的
な「
消
費
」
と
い

う
面
で
は
心
強
い
が
、
そ
の
効
果
が
何
年

も
持
続
す
る
と
は
思
え
な
い
。

と
な
れ
ば
、
こ
こ
は「
豊
か
な
消
費
」に

つ
な
が
る
所
得
・
雇
用
環
境
の
整
備
が
ど

う
し
て
も
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。
フ
リ

ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
を
大
量
発
生
さ
せ
る
歪

ん
だ
雇
用
構
造
そ
の
も
の
を
早
期
に
解
決

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
高
齢
者
や
女
性

の
雇
用
拡
大
も
欠
か
せ
な
い
。

人
口
は
減
っ
て
も
働
く
人
の
数
を
増
や

せ
ば
、
一
定
限
度
の
消
費
は
自
ず
と
つ
い
て

く
る
。
そ
の
限
ら
れ
た
期
間
内
に
一
・
二

五
と
い
う
低
い
出
生
率
の
改
善（
雇
用
環
境

の
抜
本
的
改
善
と
リ
ン
ク
す
る
）に
全
力
で

取
り
組
む
し
か
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
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